
　講演は午後2時からは
じまった。当日は猛暑に

加え、白岡高校が全国高
校野球埼玉県予選決勝進

出という快挙と重なり、
出足は如何と案じました

が参加者80名の盛況でし
た。　　　　　　　　　 　講師は元ＮＨＫ国際局

アナウンサーでハングル
講座の講師、日韓両国の

文化にも造詣が深い泰
斗・金裕鴻先生です。主催

者を代表して田村会長か
ら、ご光来戴いた金先生

への謝辞と開催の挨拶を
致しました。続いて秋葉

白岡市副市長、白岡市長
島教育長の祝辞を戴き講

演が始まりました。
　先生は日本への留学に

至る経緯、韓国語講師へ
の道、60年に及ぶ日本で

の生活や韓国語指導を通
じて得た日韓両国民の文

化や行動様式、価値観な
どの相違について平易な

事例を列挙しながら、熱
っぽく語りかけました。

例えば、食堂で定食を注 文した場合、韓国人の場
合は好きなおかずがあれ

ばそれを先に食べてしま
いご飯が余ってしまうこ

とがよくある。日本人は
全てにおいて計画的だ

が、韓国人は衝動的に動
く面が多い。洗顔するに、

韓国人は首筋から顎全体
を豪快に大量の水を使っ

て洗うが日本人はおとな
しめに洗う（洗顔で韓国・

朝鮮人と日本人を識別し
た時代があった）議論好

きな韓国人と苦手な日本
人の例。韓国人はまるで

喧嘩をしているかのよう
に口角泡を飛ばして議論

する。しかし、云いたい放
題言ったあとは納まる。

　相手を意識して思いや
りを見せる日本人とそう でない韓国人。久し振り

に知人に会った際、日本
人は「お若く見えますね」

等と気遣う言葉をかける
が、韓国人は「随分歳を とりましたね」等と率直

に気持ちを表現するの
で、相手の気分を害して

しまうことが多々ある。
日本人は規則を順守す

る。韓国人は規則の中で
抜道を探そうとする傾向

がある。ほかに多くの事
例を挙げ両国民の行動様

式、考え方、価値観等に
関する相違点を説明され

ました。多くの事例で、
現在では改善されている

点もあるので留意との
事。　　　纏めとして「お互いの

文化、習慣等を知るには
時間がかかる。忍耐強く 知ろうとする努力が必要

である。またどちらが良
いか悪いかという事では

ない。人間はとかく自国
の文化や習慣を正しいと

考える傾向がある」「大切
なのは此方が良いか、其

方が優れているかという
事ではなく、異なった文

化、社会がある事をお互
いに認め合うことが大

切」と力説されました。
　講演時間を大幅に超過

しましたが、先生の話の
奥深さ、熱意に圧倒され、

途中で退席者もおらず、
非常に充実した3時間と

なりました。

　今回は、名城岩槻城の
築城（太田道灌・のぼうの

城の成田氏も関係ある
か・・）から落城までを斯

界の研究で第一人者の青
木講師をお迎することと

なりました。　
　伝説に包まれる城と地

政学的観点から謎が多い
武蔵・下総（古河側）との

国境の話も交え「学びの 場の提供」とさせて戴き
ます。お誘いあわせの上、

ご来場をお待ち申し上げ
ます。

　　　　　　　　　　　
全国大会in沖縄は、宜

野湾市のコンべンション
ホールで開催　　　　

　日程・6月25日（土）
　　　　　 26日（日）

　　　　　　　　　　　
関ブロ研究会in東京

は、会場「青山学院大学」
で開催　日程・9月3日（土）

　　　　　　4日（日）
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な講師　金　裕鴻（キム　ユホン）さん
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　佐野少年少女合唱団と
佐日太鼓の演奏で幕を開

けた。　　　　　　　　
　栃木県ユ連協大木会

長、実行委員長、日ユ協連
会長、福田県知事等来賓

の挨拶が続く。基調講演
は「私とユネスコ」と題

し、ユネスコ総会政府代
表を歴任した上野通子氏

によってされた。　　「戦
争は人の心の中で・・」で

始まるユネスコ憲章前文
の次節「相互の風習と生

活を知らない事は、人類
の歴史を通じて世界の諸 人民の間に疑惑と不信の

為に・・戦争になった。」と
の表現に重要な意味があ

るとの指摘、解説には説
得力があった。　　　

　更にＥＳＤの推進、世
界遺産の保護等について

も話された。その後国内
委員会の報告があり、日

ユ協連副理事長鈴木氏に
よる「ユネスコが求める

積極的平和」の講演で幕
を閉じた。討議では、次世

代の為にＥＳＤの推進が
不可欠であり、我々の草

の根活動から実践してい
く必要があると感じた。

　第12回地域文化遺産ス
タディ（平成28年2月20

日開催）の会場に、回収箱
を設置させていただきま

す。書損じハガキ・未使
用切手類等を集めており

ます。ご協力をお願いい
たします。

　「ユネスコスクールと
民間ユネスコ活動の役割

ユネスコスクール参加校
を地域に増加させる為に

は、校長会はじめ多方面
から根気強い働きかけが

必要である」と、藤岡ユ
協の岸正博氏が強調。そ して、民間ユ協は様々な

活動主体の触媒（ステー
クホルダー）としての役

割が求められている。そ
の為には、教育活動の変

化と現場でのプライオリ
ティを理解して、ユ協の

メンバーが自律的に学び
を深めていくスタンスが

求められる。と、示唆し
ている。ユネスコスクー

ルと係わって行く為の知
識の蓄積が肝要であると

思った。

　テーマは、守り伝えよ
う世界遺産「日光の杜寺」

を日光ユ協より発表し
た。当協会は１９９９年

設立。中心的動きは世界
遺産周辺の環境モニタリ

ングで、夏休み等を使い 市内の高校生と国際ボラ
ンティアの外人青年も参

加し、33地点の観測用カ
プセル（ＮＤＸデータ採

取）を設置及び回収（24
時間後）も合同で実施。

これを通じ遺産の保護活
動の重要性とその歴史や

文化的価値を学んでい
る。参加高校と交流会を

開き、学校祭にも参加。
生徒、保護者、地域住民

への普及活動を推進中。
当協会も参考になると感

じた。
　①港ユ協報告。留学生

と交流が盛ん（慶大及び
玉川大、新宿ユ協とフォ

ーラム）。宇都宮ユ協とも
留学生交流を実施。悩み

は学生３年になると就活
があり活動が停止する。

　②太田原女子高校ユ・
クラブの報告。県下８校 の高校ユ連協を結成、テ

ーマを持って活動。課題
は国際理解関係の活動が

減少してきているので、
若い世代へ繋いでいく具

体策が必要であるとの
事。　　③宇都宮ユ協報告。停

滞していた協会であった
が港ユ協、留学生の協力

により、都内の大学、協
会とも輪を広げて活発と

なった。県内では「国際
理解教育授業」で留学生

との交流活動を行ってい
る。　　　　　　　　　

　３グループとも真摯に
取り組んでおり勉強にな

った。「ユネスコ活動の活性化
と情報化」田村会長・平

賀理事・私・杉原がと参
加した。　　　　　　　

　話を聞くだけと思った
ら、5班に別れて演習と

なりました。遠慮なく話
させて貰いましたが、的

を得た話ができたか心
配。ツール（会報・HP

等）はあっても活動内容
が楽しく・学べないと、

人も来ず。子供にも伝わ
らないと理解できまし

た。まずは、親を理解さ せなくてはいけない・・
結論は、ＰＣ利用により

情報が共有出来、今後活
用する事が活動の課題で

或る事を感じた分科会で
した。書書書書きききき損損損損じじじじハハハハガガガガキキキキ　　　　　　　　回回回回収収収収ののののおおおお願願願願いいいい
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蓮田・白岡地方ユネスコ協会・参加者
当ユ協会と深谷ユ協会様

　　　編集後記　今回も会員の方から
ご協力いただきまして

無事、会報「きずな」
の発行に至りました。

　今後も会員皆様の投
稿や編集のご協力をお

願い申し上げます。
　　（小野寺記）



　「時の流れに身を寄せ
て」出生地は白河、福島県

の西部・那須連峰の麓「白
河の関」の白河です。阿武

隅川の水源地は那須連峰
です。　　　　　　

　川の流れにのってどう
やら宮城県の河ロまで、

途中洪水や濁流に遭遇し
ても無事に着きそうで

す。　　　　　　　　　
　時は「過去」から「現在」

「未来」へと一定の速度で
「時事」を刻みながら去っ

て行く。「我が人生の四
季」「春季」この世に生を

受けてから結婚までを春
季と決める。　　　　

　生まれてすぐに、「建
国」間もない満州に渡り ６歳の暮れに翌年の入学

の為に帰国。10歳で終戦、
食糧や物資不足の時代を

過ごす。私なんか同世代
の方々からみれば恵まれ

た方ではないかと思いま
す。28歳で結婚。運動部で

鍛えた身体に感謝。　　
　「夏季」人生路で責任を

重くのしかかる時代良く
学んだ社会学。お会いす

る方々を社会学の「師」と
仰ぎ、実践から学びまし

た。　　　　　　　　　
　組織上の立場を活用し

て、どの様にして組織外
の方々とお会いをする機

会が多くもけられるかを
課題と決め、自身の中で

葛藤です。70歳まで夏季 を過ごしました、皆さん
のお陰で、私としては充

実した期間でした。　　
　さて「秋季」に入りま

す。私にとって人生で「夏
季」は長い期間でした。家

族にとって、私の評価は、
落第点に近い親父でし

た。家内に申し訳なく頭
を下げるだけでした。秋

季は「夏季」のことを反省
して、社会奉仕に重きを

置き出来るだけお子さん
を中心に奉仕活動を思案

しておりましたところ、
運よく、学童の下校路の

「安心・安全を見守る会」
に加入し、社会奉仕活動

をはじめました。今年で
９年目です。私は目頃物

事の判断は「自然か、不
自然か」で判断してきま

したが、その判断基準
は夏季に学んだ社会学

です。下校は主に１年
生だけです、下校途中

に学童の話に合わせて
会話するのですが、学

童は低い目線で物事を
捉え、決して、子供だか

らと見下げてはいけま
せん、結構子供なりに

知っているものです。
こどもは良く観察して

おりますし、細かいこ
とに感心があります。

特に生き物に対して注
意深いですね。秋は彩

りが綺麗です。人生路
の秋もきれいに歩いて

みたい。「歩健＝保健」
歩健は私の造語です。

　友人が体調を崩し、
リハビリに「歩き」は健

康維持に良いと聞いて
おりましたら、歩きを

「生活習慣化」しょうと
思い、とっさに生まれ

た言葉が「歩健」です。
歩健も習慣化して７年

目です。80歳を過ぎて
やがて迎える「冬季」、

いや、既に冬の季に入
っているかもしれませ

ん。

　当日、晴れ・風強し。10
時・蓮田駅前から寒さが

きびしいなか、初めての
バス旅行が開始された。

　田村会長の歓迎の挨拶
後、自己紹介（平賀理事と

縁の福島・猪苗代のさく
らの会皆様の紹介あり）

江口理事の軽妙な司会進
行で気分も和らぎ、あっ

と云う間に道の駅「おが
わまち」に到着。

　うどん昼食の後、隣接
の埼玉伝統工芸館で堀口

館員から施設概要と細川
紙の説明を受ける。併設

の映像展示室・ノリタケ
特別展示室など見どころ

満載、紙漉き体験希望者 13名は懇切な技術指導を
受け、熱心にハガキ作成

に精を出す。紙漉き作業
と見学後、幼稚園・小学生

4名を交えた全員で記念
写真を撮る。小川は、武蔵

丘陵からの清流を受
け、地下水も豊富。

古くから酒醸造が盛
ん。現在も晴雲、帝松

（松岡醸造）、武蔵鶴
の三つの蔵元があ

り、今回は晴雲酒造
に立ち寄った。生憎

仕込み時期と重な
り、醸造所への立ち

入りは出来なかった
が、蔵元の説明と試

飲のおかわり自由
で、皆満足。帰路は車

内で、ビンゴ・クイズ を実施「故郷」の大合唱も
あり、準備委員が用意し

た特別設えのお楽しみ
袋・各位毎（女性参加者の

み）名前入り、手作りのし
おりが渡され皆感激。（匿

名希望）参加者談「いや
あ、楽しかった。久し振り

でバス旅行を満喫致しま
した。」「・・・準備委

員の皆様には感謝感謝で
す。」「また、参加した

いと思います。」　　　
　今回は６歳から83歳ま

での参加者が楽しく、歴
史を学び、世代間の交流

もまずまず出来たと思い
ます。準備委員（江口・斉

藤・平賀・杉原）は、今回皆
さんが喜んでくださった

ことを励みとし、また頑
張ります。

　９月５日、市役所にお
いて、蓮田中央小学校、蓮

田中学校の両校長、教頭
並びに教育長立会いのも

と、ユネスコスクール記
念プレートの贈呈式を執

り行いました。今回の埼
玉県内におけるユネスコ

スクールとしてのこの認
定は、「同一市内で同時に

二校」という快挙でもあ りました。　　　　　　
　両校のユネスコに関す

る活動が認められたこと
による「ユネスコスクー

ル」としての認定は、こ
れからの時代を背負って

いく若者へユネスコの基
本的理念を繋げること

に、当協会として少しで
はありますが寄与出来た

のではないかと嬉しく思 います。今後、両校とと
もに活動していく方法を

模索しながら進んでいき
たいと思います。
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(3) 蓮田・白岡地方ユネスコ協会ホームページ http://www.unesco.or.jp/hasuda-shiraoka/ 　　　(2)

参加者39名　(6歳～83歳まで)
紙漉き体験

埼玉伝統工芸館の見学 猪苗代のさくらの会皆様
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蓮田中央小学校・蓮田中学校
プレート授与式（蓮田市役所内）
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６６ ６６

日日 日日
（（ （（

日日 日日
曜曜 曜曜

日日 日日
）） ））①埼玉県蓮田町出身　

②蓮田町で四年間、浦
和市で十九年間音楽科

教師。以後教育委員会
指導主事等を経て浦和

市、シンガポール日本
人学校、草加市の各中

学校長。平成十七年よ
り八年間蓮田市教育長 を務め、現在は教育委

員長。目指すは蓮田市
の未来を託す人づくり

と、音楽と文化の町づ
くり。ついに蓮田市に

総合文化会館が誕生。
③田村会長の情熱と行

動力を鑑に自らの研修
に努めたい。

①愛知県丹羽郡扶桑町
出身　　　　　　　　

②小学三年時に栃木県
小山市へ転居。以降、 東京都世田谷区に六

年、横浜、赤羽を経て
自分の両親との同居を

機に昭和六十二年秋か
ら蓮田市民に。　　　

③蓮田・白岡地方ユネ
スコ協会へは、両親を

通じて三十年来お付き
合いさせていただいて

いる平賀栄美子様のご
紹介で入会しました。

出来る範囲内で活動に
参加予定です。

①北海道、野幌（札幌の
近郊で原始林が有名で

す）現在、大宮在住　　
②田村会長とは以前の

会社で一緒でした。大
恩ある先輩のご縁で入

会させていただきまし
た。　　　　　　　　

私の現在の趣味はゴル
フ、テニス、山登り、

スキー。そして自転車
（輪行）。特に、自転車

は退職（9月30日）を機
会に、全国一周を計画

し、10月7日から24日
まで広島へ1000㎞走り

ました。昔の仲間との
飲み会も、十分に楽し みました。苦しくも、

大変に楽しい旅でし
た。次は来春に四国か

ら九州です。　

①埼玉県加須市出身　
②中学校の英語の教員

として越谷市で11年、
久喜市で10年間勤務し

た後、蓮田市教育委員
会指導主事として4年

間勤務しました。その
後久喜市内の中学校で

教頭として2年間勤務
し、平成27年度から蓮

田市教育委員会学校教
育課長として勤務させ

ていただいておりま す。　　　　　　　　
④蓮田市の児童・生徒

のさらなる国際理解の
推進と、ユネスコ協会

のさらなる発展のため
に、尽力していきたい

と思います。よろしく
お願いいたします。

①白岡市出身。現在も
白岡市です。　　　　

②白岡・春日部。越谷
他の小学校、教育委員

会等に勤務。今年度、
福原前教育長より職を

引き継ぎました。　　
③白岡市児童生徒の望

ましい成長のために、
白岡市民の学び楽しむ

まちづくり活動推進の
ために、皆様のご支援

をよろしくお願いいた
します。　
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長長 長長
島島 島島

　　 　　
秀秀 秀秀

夫夫 夫夫

（ながしま　ひでお）
会会 会会
員員 員員
紹紹 紹紹
介介 介介

会会 会会
員員 員員
紹紹 紹紹
介介 介介

会会 会会
員員 員員
紹紹 紹紹
介介 介介

会会 会会
員員 員員
紹紹 紹紹
介介 介介

会会 会会
員員 員員
紹紹 紹紹
介介 介介

会会 会会
員員 員員
紹紹 紹紹
介介 介介

会会 会会
員員 員員
紹紹 紹紹
介介 介介

会会 会会
員員 員員
紹紹 紹紹
介介 介介

会会 会会
員員 員員
紹紹 紹紹
介介 介介 ①出身地②今までの歩み③ユネスコ活動について

(敬称は省略しています。)


